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「医療と経済」少子高齢化を考える 

文責：池田俊哉 
 
 少子高齢化が進み、医療・介護・年金といった社会保障制度の見直しを進める動きが出てきています。 
 まず、現在の高齢化率はいかほどでしょうか。 
 総務省の統計によると、全人口に占める高齢者（65 歳以上）の割合は 29.1%（2022 年 9 月 15 日推計）

で、過去最高となっています。およそ 3 割が高齢者という異常な事態です。7%以上の社会を「高齢化社

会」、14%以上の社会を「高齢社会」、21%以上の社会を「超高齢社会」と呼びますので、現在の状態は「超々

高齢社会」といったところです。2060 年には人口のおよそ 4 割が高齢者になるとの推計もあります。 
 少子化の現状についてですが、合計特殊出生率（1 人の女性が生涯に産む子供の数の平均値）は 2021
年の時点で 1.30。過去最悪だった 2005 年の 1.26 に限りなく近い数値です。人口が維持されるためには

およそ 2.07 でなければなりませんから、子どもは少なくなり、現役世代の人口割合も少なくなるでしょ

う。 
 このように少子高齢化が進展している状況では、介護費や医療費が膨らみ、現役世代の負担は大きくな

るばかりです。実際に私が支払っている国民健康保険料と国民年金保険料を合わせると、毎月の支払いは

相当な額になります。 
そんな折、厚生労働省は介護保険制度の見直しを検討しています。介護に関しては、日常生活ができる

ものの一部に見守りや介助が必要な「要介護 1」から、寝たきりで食事や排泄など常に介護が必要な「要

介護 5」まで 5 段階に分類されています。介護保険サービスを利用した場合、多くの利用者の負担は 1 割

で、国が 9 割を負担します。それを厚生労働省の介護保険部会は、「要介護 1」「要介護 2」の一部の介護

サービスを国の介護保険から外し、市町村の総合事業へ移管するというのです。 
 もしこれが実現した場合、市町村の財政力いかんでは、「要介護 1」「要介護 2」のサービスが事実上受

けられなくなる可能性があります。 
 もともと介護保険制度は、家庭でなく社会で介護の面倒を見ようという理念のもと、平成 11 年に導入

されたものです。40 歳以上の者全員が介護保険料を支払い、それを原資として、介護保険の費用を国が

大部分負担するという仕組みです。この介護保険制度をどこまで維持することができるかが懸念されて

います。仮に介護保険制度が破綻し、家庭で介護をせざるを得ないといった事態になれば、介護の負担を

苦に無理心中を図るといった事件がまた起きるかもしれません。 

  CONTENTS 
 Page.1「医療と経済」少子高齢化を考える 
 Page.2 事務局より 

2022 年 12 月号 



  

2 
 

 年金制度についても最近動きがありました。政府は、国民年金（基礎年金）の保険料納付期間を現行の

20 歳以上 60 歳未満の 40 年間から延長し、65 歳までの 45 年間とする検討に入りました。現役世代の負

担が大きくなる形です。これも、超々高齢社会を迎える日本においてはやむを得ないという決断なのかも

しれません。確かに 65 歳以上でも元気に働ける方は多いでしょう。今後の動きを注視する必要がありま

す。 
 みなさんが携わる医療についても、改革の動きが出てくるかもしれません。65 歳以上の高齢者が増え

れば医療費は膨らみ、医療財政を圧迫します。そのため、場合によっては窓口負担増加といったこともあ

り得るかもしれません。実際窓口負担は、国民皆保険制度が始まった当初は 0 だったのであり、それが 1
割、2 割、3 割と引き上げられてきたのです。 
 少子高齢化をいかに食い止めるか、様々な策が検討されています。子どもを 3 人産めば給付金を出すと

いったものもその 1 つです。結婚支援を国として行うといったことも検討されています。 
 しかしながら、時機を逸しているとの感を拭えません。少子高齢化が現在のスピードで進展することは

何十年も前から分かりきっていたことです。そうであるにもかかわらず、政府は有効な対策を打つことが

できませんでした。 
 我々現役世代が老後を迎えるとき、日本はどのような未来を迎えているでしょうか。社会保障財政は維

持されているでしょうか。「医療と経済」については、小論文の頻出テーマです。現在どのような状態で、

いかに財政危機を回避するか。一度考えてみていただければと思います。 
以上 

 
 

事務局より 

 

【緊急・重要／新型コロナウイルス関連】  

【注意喚起】 新型コロナウイルス等、感染予防のお願い 
  

 

◇入試情報を確認しましょう 

 

情報を入手し次第、以下ページにて、各大学の試験情報をお知らせしています。 

各大学の試験日程の一覧・カレンダーも随時更新していますので、ご確認ください。 

なお、情報の更新は各大学のウェブサイトと必ずしも連動はしておりませんので、 

ご自身でも日頃から受験予定の大学ホームページを確認しましょう。 

 

＜入試情報＞ 

https://school.kals.jp/information/medical-trn-exn 

※更新の際は都度マイルームにてお知らせしています。 

＜マイルームトップページ「管理者からのメッセージ」内にも同ページのリンク設置＞ 

 

 

◇【資料】個人面接の質問事項・集団討論のテーマ（2021、2020、2019 年度版）  

https://school.kals.jp/information/notes-200807
https://school.kals.jp/information/medical-trn-exn
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受験生にご提供いただいた「面接アンケート」をもとに、2021、2020、2019 年度実施の各大学の個人面接質問事

項・集団討論テーマを取りまとめ編集した資料を、マイルームにアップしています。 

閲覧のみ（印刷不可）の資料となりますが、今後の面接・集団討論の対策として、ぜひご活用ください。 

※マイルームトップ ＞ ライブラリページよりご確認ください。 

 
 

◇【期間限定】医学部学士編入対策 WEB ガイダンス実施済アーカイブ 

外部生向けに実施した WEB ガイダンス動画を受講生限定で公開しています。 

ぜひご視聴ください。詳細は、マイルーム上の案内をご確認ください。 

 

■ 2/27 実施 「合格者インタビュー（音声のみ）」 

■ 5/15 実施 「英語対策 Q＆A」 ※ 

■ 6/19 実施 「文系出身合格者による FAQ」※ 

■ 8/14 実施 「合格者インタビュー（スライド・音声のみ）」 

※視聴期限：2022 年 12 月 27 日(火)まで 

 

 

≪２０２２年度実施試験対応≫ 

 

━━━━★ 2022 年実施試験対応講座 直前対策講座のご案内 ★━━━━ 

 

■プレミアム講座 ＜お申込み受付中＞申込期限：11/18（金） 

入試直前期の ONE UP として、過去問分析や発展分野の対策講座を設置いたします。 

詳細は KALS HP にてご確認ください。 

※全講座 e ラーニングで、視聴期限は 11/30（水）までです。 

※お申込みは WEB 申込のみとなります。 

 

＜詳細・お申込はこちら＞  

https://school.kals.jp/information/medical-trn-premium2022 

（生命科学過去問分析／滋賀医科大学の担当講師が変更になりました） 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

※以下はマイルーム上で詳細・申込方法をご案内しています。 

※いずれも＜本年度入試において面接／集団討論に進まれる方＞が対象です。 

 
■ 個人面接対策（お申込み受付中） 

本年度入試において面接試験に進まれる方を対象に、模擬を含めた面接対策を行う講座です。 

いずれの大学も面接の評価が最終合格を左右します。しっかり対策し本番に臨んでください。 

 

■ 集団討論（集団面接）対策（本年度分実施終了） 

https://school.kals.jp/information/medical-trn-premium2022
https://dl2.dl.sua.jp/dl/42746-bf17aa6edfd3bca11b73543eccf03611
https://dl.sua.jp/dl/43640-0d716209c5749a95d27288225805a6b5
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最終選考で「集団討論(集団面接)」を課す大学では、限られた時間の中でいかに自分をアピールし、なおかつ協

調性を示せるかが重要になります。 

本講座は講義形式ではなく、ZOOM を使用して討論・模擬面接（グループワーク）の対策を行う参加型の講座で

す。 

 

 

━━━━★ 実戦 実力テスト・実戦 生命科学中間テスト ★━━━━ 

以下テストは、一斉実施は終了しましたが、毎月、月末締め※で採点を受け付けます。 

未受験の方は、各テスト案内ページの「期日後の採点受付スケジュール」をご確認のうえ、 

答案をぜひご提出ください。 

※受講期限（2022 年 11 月 30 日(水)）が最終締め切りとなります。 

 

実戦実力テスト 

◎受験対象：2022 年実施試験対応講座 全受講生 

 

実戦生命科学 中間テスト 

◎受験対象：2022 年実施試験対応 実戦シリーズ「生命科学」受講生 

 

～ 完成 実力テスト・完成 生命科学中間テストの採点受付は終了しました。～ 

 

 

━━━━★ 2022 年実施試験対応講座 受講生対象 チュートリアル ★━━━━ 

 

★下記のチュートリアルは、マイルーム配信中です。 

新宿校、名駅校通学生は所属校舎で DVD 視聴も可能です。 

 

「基礎復習テスト 生命科学①②③ 解説講義」 各 120分 

「基礎力判定テスト 解説講義」英語・物理・化学 各 90分 

 「受験校の選択」 90分 
  ※お詫びと訂正※ 「受験校の選択」動画内で 

「旭川医科大学は TOEFL・TOEICのいずれかが出願要件」という記載がございますが、 

2021 年度実施試験より提出を要さないことになりました。 

 「出願書類の書き方」 90 分 

 「完成生命科学 中間テスト解説講義」 120分 

 「完成実力テスト解説講義」生命科学 120分／英語 90分 

 「物理化学 最新の出題傾向と対策」 60分 

 「実戦生命科学 中間テスト解説講義」 120分 

 「実戦 実力テスト 解説講義」生命科学 120 分／英語 90 分 

 「第１回公開模試 解説講義」生命科学 120分／英語 90分／物理 60分／化学 60分 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

≪２０２３年度実施試験対応≫ 

 

https://school.kals.jp/information/medical-trn_tst-2022
https://school.kals.jp/information/medical-trn_mdd-adv-tst-2022
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━━━━━━★ テストのお知らせ ★━━━━━━ 

 

【完成シリーズ・生命科学 中間テスト（第 8 講まで）】90 分 （完成・生命科学 受講者限定） 

完成シリーズ「生命科学」の知識定着をはかるため、中間テスト（記述式／９０分）を実施いたします。対象講座

受講生で、以下会場受験・自宅受験の一斉実施スケジュールで受験される方は、受験方法の事前登録が必要

です。 

11/27(日)15 時までに登録を行ってください。 

 

なお、下記日程で受験されない場合でも、講評データには反映されませんが、受講期限までに答案を提出いた

だければ採点いたします。解答解説は、実施日（提出期限）以降にマイルームにて公開予定ですが、後日提出さ

れる方は、答案提出前に解答解説等はご覧にならないようご注意ください。（提出は 1 回のみです。） 

 

＜日程等詳細・登録はこちら＞  

https://school.kals.jp/information/medical-trn_mdd-tst-2023 

 

＜新宿本校＞ 12/11(日)14:00～15:30 

＜新大阪校＞ 12/11（日) 14:00～15:30 

＜自宅受験（郵送）＞ 11/30（水）発送予定  

※12/21(水)提出期限（郵送必着） 

 

 

【基礎復習テスト】 

基礎シリーズでは知識定着をはかるため、各科目復習テスト（記述式）を実施します。 

以下テストの日程を目安にして各科目の復習に取り組み、積極的にテストを受験しましょう。 

※会場受験は全日程終了しました。自宅受験（郵送）のみ 

2022 年 12 月 16 日(金)まで採点を受け付けております。 

 

◎受験対象： 各科目の受講者 

◎生命科学は範囲を分けて、3 回実施 

 ①第 1 講～第 10 講／②第 11 講～第 16 講／③第 17 講～第 25 講 

◎試験時間： 60 分（生命科学のみ 90 分） 

◎〔物理・化学を学習するための数学〕は実施しません 

 

●詳細はマイルームの、【復習テストのお知らせ】（自宅受験）をご確認ください。 

 

 

【実力テスト/単語テスト】 

 

■基礎力判定テスト  申込受付は終了しました   

■第 1 回単語テスト  申込受付は終了しました  

 

 

━━━━★ 2023 年実施試験対応講座 受講生対象 チュートリアル ★━━━━ 

 

＜特別講義＞ 

https://school.kals.jp/information/medical-trn_mdd-tst-2022#b-684914
https://school.kals.jp/information/medical-trn_mdd-tst-2023
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◇出願書類の書き方 90 分 

【マイルーム】 配信中 

 

◇受験校の選択 90 分 

【新宿本校】 11/13（日）14:00～15:30 
【マイルーム】 11/22（火）～配信予定 

 

 

＜解説講義＞ 

◇基礎復習テスト 生命科学①②解説講義 各 120分 

【マイルーム】 配信中 

 

◇基礎復習テスト 生命科学③解説講義 120分 

【新宿本校】 終了しました 

【新大阪校】 終了しました。 

【マイルーム】 11/16(水)～配信予定 

 

◇「完成生命科学 中間テスト解説講義」 120 分 

【新宿本校】 12/25（日）14:00～16:00 

【新大阪校】 調整中 

【マイルーム】1/12（木）～配信予定 

 

 

 

━━━━━★ 2023 年実施試験対応講座 受講生限定講座のお知らせ ★━━━━━━ 

 

◆志望理由書〔添削付〕個別指導講座／WEB お申込み受付中！ 

志望理由書の添削（2 回）と Zoom での個別指導（1 回／30 分）がセットになります。 

構成や書き方について KALS 講師がきめ細かく添削指導し、 

個別にフィードバックすることで志望理由書の完成度を上げる受講生限定講座です。 

 

＜詳細・お申込はこちら＞ 

https://school.kals.jp/information/medical-trn-indvdllrn2023 
 

 

◆文系のためのミニマム数学【WEB 通信講座】 お申込み受付中！ 

 

生命科学を学ぶ上で、対数、微分などの最低限の知識が必要です。“勉強時間の都合 

で自習できない”という方を対象に必要最低限の数学（確率・統計は除く）の知識と 

考え方を勉強していただく講座です。全 3 講（1 コマ 120 分）です。 

 

●詳細はマイルームにてご案内しています。 

 

 

https://school.kals.jp/information/medical-trn-indvdllrn2023
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

≪皆様へのご案内≫ 

 

◆生命科学テストバンク【WEB 通信講座】 お申込受付中！ 

  

オリジナルの記号式問題演習ツールです。「練習テスト」「模擬テスト」の 2 パターンから構成されており、 

繰り返し利用することで体系的な知識整理が可能です。 

高校範囲を主に扱う「基礎編」と、大学の生命科学に特化した「標準編」のレベルがあります。 

 

▼詳細・お申し込みはこちら▼ 

【基礎編】https://school.kals.jp/information/medical-trn-14121202 

【標準編】https://school.kals.jp/information/medical-trn-141212 

 

 

◆個別カウンセリングのご案内 
 

 

マイルーム「個別カウンセリングページ」をご活用ください。 

 

各校舎在籍チューターによる紹介動画を掲載、各チューターの特性や  

校舎ごとの実施状況もご確認いただけます。  

https://school.kals.jp/information/medical-trn-tutor  

 

※ご予約方法は校舎によって異なります。 

※次月分は毎月 25 日頃決定分より順次予約受付開始となります。 

※個別カウンセリング利用にあたっては、通学・通信問わず個人登録シートが必要です。 

ご提出していない方は、お早めにご提出ください。 

https://school.kals.jp/information/medical-trn-14121202
https://school.kals.jp/information/medical-trn-141212
https://school.kals.jp/information/medical-trn-tutor

